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今回のテーマ
議会のことを、わかりやすく解説！

定例会について

- 質疑 ・ 一般質問 -
議会コラム
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Q.質疑・一般質問とは ？

議員が市長に対し、市が行う仕事について質問をすることです。

「新しく道路をつくる」「教室にエアコンをつける」「祭りを開催する」

といった様々な市の取組内容について、議員が直接、議場で市長に質問し、

市長はわかりやすく説明（答弁）を行います。

ここで議員は、市民の要望や意見を直接市長に伝え、市民の思いが

市の取組に反映されているかチェックする重要な役割を担います。

定例会の内容は・・・ （例：令和6年６月定例会）

５月２４日 市長提案理由説明

６月４日～ 質疑・一般質問
※ 最長４日間

６月１０日～ 委員会
※ ４日間

６月１８日 討論・採決

開会

閉会

会期 2６日間



八代市議会

もっと詳しく

例 ： 子育て世代の移住・定住対策について

開会日翌日（週休日含まない）の質問通告締切までに、通告を行った議員
が質疑一般質問を行います。

※ 通告・・・本会議で発言しようとする議員が事前に議長に対して発言する項目を提出すること

【時間】 1人あたり６０分間
【内容】 市の取組に関すること

質問者（議員）

子育て世代が移住・定住をしたくなるような、本市独自の
子育て世代への支援制度の拡充や、子育て環境の整備
について、本市の今後の展望をお尋ねいたします。

こども医療費助成制度の１８歳までの拡充、出産祝い金制度
の創設、さらには保育料完全無償化など、子育て世代の経済
的負担の軽減と子育て環境の充実に取り組んでまいりました。
加えて、新駅周辺の開発、企業誘致用地の整備といった、
八代の未来を切り開く施策を着実に推進し、若者が住みたい
と思う魅力あるまちづくりに努めてまいります。

（令和５年１２月定例会より）

次号では、委員会について解説します。

日程や質問内容及び順番は
事前にHP等で公表されます

答弁者（市長）


